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はじめ に 新潟県立看護大学学長 渡 邉 隆

本年度4月 か ら学 長の任 をあずか りま した渡邉隆と申 します。改

めてこ挨拶申 し上げます。

昨年度 は、学長不在という大変 な事態 を迎えての一年で した。 こ

心配 をおかけ した学生の皆さん、そ して、保 護者 さらには県民の皆

様 に、あ らためて心よ りお詫びを申 し上 げる次第です。また、 これ

まで心強い支援を継続 して下さ りま したことへ も深 く感謝申 し上げ

ます 。

一方で、昨年度は中野学長代行を中心と した教職員の努力により、

助産学講座も長年不在だ った教授 陣を迎え 、この 四月か ら開講いた

しま した。 これで、本学も、本来の姿 に戻 り新たな出発が期待され

る ところで す。また 、今年も元気 な新入生 を迎え ま した。学 部生

88名 、3年 次編 入生5名 、そ して修士課程の3名 、合計96名 の新

入生 です。

私 たちの看護大学 は、今 から7年 前 に、看護 職者不足の解消や,

質の高い看護職者の養成を目的と して県立看護短期大学を母体と し

て 、改組 ・創設 された大学です。

建学理念は、 「ゆ うゆうく らしづく り」であ り、 この精神は、地

域 とともに発展する大学、県 民の生活 に溶 け込み、地域 に貢献する

大学を 目指 しています。そのため教育 ・研究 にお いては、 「地域文

化 に根ざ した看護科学の考究」 を使命 と した大学です。特 に、本大

学 には、看護研究交流センターを付設 して おり、県民や現任の看護

職員の生涯にわたる学習ニーズに寄与 し、あわせて市町村 自治体の

保健 ・医療 、福祉 に関わる研究や実施を 目指 して います。

一方、私たちの住んでいる上越地域 は、教育 ・保健 ・医療 ・福祉

の文化 を大切 にす る気 風があ ります 。小学校も100年 を越 す歴史

を持つ学校が数々あ り、学校教育の充実ぶ りを示 しています。さ ら

に、上越の この地には、古 くか ら特別支援 を必要 とする人々に優 し

く、高田盲学校や大正時代か ら心の病 につ いて積極的 に取 り組んで

こられた川室記念病院さ らに看護学の発展 に寄与 した知命堂病院な

ど、人を支えるさまざまな文化 がいっぱいあ ります。 こうしてみる

と、 この地には,人 が生まれてから亡 くなる まで、学校教育そ して

病や特別支援など広く人を支え

てくれる文化が築かれています

ことに気づきます。

そして今、私たちの環境が変

わろうとしています。道路高速

網は上越市を中心に整備され、

6年 のち には、北陸新幹線がやってきます。いまか らおよそ100年

前にも同 じよ うな状況があ りま した。1913年 に信越線をつな ぐ北

陸線が全通 しま した。 「大正の越府高田は、新潟、長野、富山の三

県結ぶ天与の地理上の価値を発すべき」 と高田 日報に記載され、上

越の地は北陸の中心にあ り、益々の発展が期待されたとい うことで

す。新幹線が くるこの機に、上越は、北陸新幹線の中核駅 になる こ

とで しょう。中核都市の魅力 は、その地域の生活基盤である地域の

教育 ・健康 ・医療 ・福祉が充 実 していることです。本学の地±或と連

携 した看護 ・医療実践がまさにそれを支えるのです。地域の期待 に

応え、新たな出発に全学の力 を結集 してがんば って行きま しょう。



新潟県立看護大学に入学して

1年 上 坂 唯 子

念願の新潟県立看護大学に入学 して、は

や3週 間が経ちま した。初めての経験 ばか

りに四苦八苦なが らも、今までの時間はあ

っという間に過ぎていったように思います。

ちゃん と一人暮 らしできるか、友達はでき

るか、勉強 にはついていけるか・・・。初め

の頃は、待ち に待 っていた大学生活を楽 し

む余裕もなく、不安な気持ちばか りで した。

しか し、だんだん一人暮 ら しにも慣 れ、オ

リエ ンテー シ ョンな どを通 してた くさん

の人 と仲良くなることもできました。また、

学外オ リエンテーシ ョンで は、インデ ィア

カや ウ ォー クラ リー な どで新 しい友達 と

の交流を深 めただ けでな く、高田の町につ

いて少 し知 ることもでき ました。県外か ら

来た私にとって、新 しい土地である高田に

つい て知る ことは とても有意 義な事 だ っ

た と思います。また 、高校 時代 とは全 く異

なる授 業の 内容に も少 しず つ慣れて きま

した。ほ ぼ標準語の ここ上越 では、富山県

出身の私のなま りが少々 目立つようですが、

それも個性!と 開き直 り、今 はとても充実

した大学生活を楽 しんでいます。

入学 してか らのこの短期 間の 内で、私 は

すでにた くさんの経験をしま した。しか し、

これか らはも っとた くさん の ことが経験

できると思い ます。「ち ゃん と単位取れ る

かな あ …」 な どと、まだまだ不 安は尽 き

ません が、看護の勉強やサー クルな ど、私

はこの先 の大学生活が とても楽 しみです。

きっといい事 ばか りで はない けど、「看護

師 にな りた い！」という自分 自身の思 いを

糧 に、いろんな ことに挑戦 して いきたい と

思 い ます 。そ し

てこれか らの 大

学 生活 を 、よ り

楽 しく、よ り充

実 した4年 間に

したい と思 いま

す。ど うぞ よろ

しくお願 いいた

します。

1年 森 佳 弥 穂

県立看護大学に入学という希望叶い、こ

の春 か ら久 しぶ りの学生生 活が始 ま りま

した。緊張に始ま った入学式 か らはや一 ヶ

月 が経 とうとしています。年齢差 があるけ

れ ど、友達できるかな…という最初 の不安

も、様々なイベン トを通 して、徐々 に解消

していきま した。今では笑い話と してでき

たての友達とその頃を思 い返 して います。

また、日々新たな人 との出会いがあった り

と、毎日楽 しく過 こしています。

1日 を通 して特 に楽 しい時間はお昼休憩

です。お昼 こはんを食べな がら、たわいも

ないお しゃべりをするのは何よりも楽 しく、

1日授業 をする中で息抜きができる時間で

す。初めて受ける教科や学科の授業 も、と

ても興 味深 く受講 しています。先生の話 を

聞き逃 さぬよう、必死 にノー トを取 りなが

らくっついていっている状況です。外に目

を向けてみると、自然 と歴史が共存する高

田の街の素晴ら しさに感動 します。環境が

良 く住みやすい、とて もいい街だと思いま

した。

そ んな街 で今 こう して勉強 ができ ると

い うことにとても喜 びを感 じ、幸せに思い

ます。ここにくる までに、た くさんの方々

の助けをいただき、家族の理解があ ったか

らこそ今があ ります 。これか ら先 、大 変な

こともあると思いますが、自分の見方や考

え方を少 し変えるだけで、世界は何色にも

変わ ります。自分の 目標 と、見守 って くれ

ている人 への感

謝の気持 ちを忘

れ ず、これ か ら

の4年 間を 実 り

多 きものに して

い きたい と思 い

ます。

編入3年 宮 本 え り 菜

私 はこの春、長野の 看護学校 を卒業 し、

新潟県立看護大学に編入学 し、初めて一人

暮 らしを体験 しま した。一人で暮 らしで感

じることは、ひとえに親のあ りがたさです。

まだ新潟に来たばか りで、戸惑 うことも多

いで すが、一緒 に編 入 してきた 同級 生や、

先輩 後輩 に助け られてな んとか生 活にも

慣れつつあ ります。 大学に来 てまず感 じ

た ことは専門の時とは違い、自ら学ぶ姿勢

を持 つ ことが重要 にな って くる とい うこ

とです。先生方は些細な質問でも丁寧 に答

えて くれるので、疑問を持 って質問するこ

とで 、少 しでも多 くの ことを吸収 していき

たいと思います。また、オ フィスアワーな

どが示されてお り、いつ訪室 して よいのか

が はっき りわかるので、気軽 に先生方 に声

を かけやす くな っているの だろ うと感 じ

ま した 。専 門学校 時代は、ただ与え られた

カリキ ュラムをこなすばか りだ ったので、

自分がや りたい科 目を選択 する とい うこ

とがとても新鮮で した。自由なことが多 く

ていいな と感 じま した。

また学 年は 関係 な く学 生同士 の仲が と

てもよいな と思いました。編入生の先輩も、

気 軽に声 をか けて くれ、わか らないことだ

らけの私たち に、早 く大学生活に馴 染める

ようにと歓迎会な どを して くだ さった り、

質問にも丁寧 に気さ くに答えて下さ り、わ

か らな い ことがあれ ばいつで も声を かけ

てな ど、色 々と気 にか けて下さいま した。

それがとても心強く、嬉しかったので編入

生のつながりはこれからも大切にしてい

きたいと思いました。

看護を学ぶには最適の環境だと思うので、

特に学びを深めていきたいと考えている

地域看護をはじめ、この二年間で自分の中

の看 護観 を深め

ていきた いと思

い ます 。看護 だ

けではなく、様々

な 体 験 を して 、

充実 した大学生

活 を送 ってい き

たいと思います。

修 士1年 北 村 千 章

助 産師 と しての 臨床現場 や看護 学校で

の教 員現場は 、いつも忙 しい毎 日で した。

気が付いた ら、三人の娘たちも大 きくな り、

高校生 と中学生にな りま した。そん な 毎

日の 中にも、いつも看護や教育 に対 する疑

問がた くさんあ りま したが、その疑 問に対

して通 りすぎる しかな い生 活を送 って い

ま した。私のよ うに、結婚を して子育て を

して仕事を続けていると、時間 は、あっと

いう問に過ぎて しまうのです。そんな時に、

看護学校 での教え子が、大学院に進 学を し

たという報告を受 けま した。私には羨ま し

い限 りの内容で した。しか し、その ことが

き っかけで、私 も、日々感 じている疑 問を

解決 してい ける方法 やそ うい う生き方 が

したいと、大学院進学にどんどん心が魅か

れて行き ま した 。そんな中、私の大 学病 院

時代の先輩である、現 佐久大学の小児看護

学の准教授に偶然再会 しま した。そこか ら



が、私の人生の転機 を迎 えたのです。私が

その先輩と出会 ったの は、杏林大学病院の

NICU病 棟 で した。新人の私 に助 産師にな

る ことを勧めてくれ たの も先輩で した。そ

こで育てた子供達のそ の後 が知 りた くて、

「東京都の心臓病 を守 る会 のサマーキ ャン

プ」への参加を勧めてくれたの もその先輩

で した 。私は、その後 助産師 にな り、その

キ ャンプへ も20年 以上続けてボラ ンテ ィ

ア参力口を続けてきま した。今 回の大学院で

の研究 テーマは、そのボランティア活動の

中に見つ けています。

大学生活が始ま り、まだ慣れないことが

多く苦労 はしていますが、学ぶことの楽 し

さを実感 して います。2年間を充実 した 時

間に した いと思 っています。住まいは長 野

県 須坂市なの で、高速通学 を してい ます 。

長野県 か ら新潟県 に入 る瞬間の 妙高の 景

色の美 しさに癒されて、元気をも らいなが

ら通学 してきて います。与え られた幸せな

時 間 を 大 切 に

して い き た い

と思います。よ

ろ し く お 願 い

します。

歓 迎 の 言 葉 3年 青 野 巧

高 田公 園の桜も蕾をつけ、春の気 配もよ

うや く濃くな り始めた今日、新入生の皆様、

こ家族の皆様、こ入学おめでと うこざいま

す。

私 たち在校生一同、皆様の こ入学を心待

ちに しておりま した。ここで大学生活をよ

り良 く過 こすため に3つ のア ドバイスを し

たいと思 います。

一つ 目は、挨拶を しっか りすることです。

本学では、朝大学 に来る とクラスの仲間は

もち ろん先 輩、後輩、教 職員、清掃 員の皆

さんと挨拶をかわ します。そのア ッ トホー

ムな雰 囲気 が本学の一 番良 いと ころだと

思います。皆 さん も、実習 に出ると様々な

患者 さん とコミ ュニケー シ ョンを とる こ

とにな ります。挨拶 はコミュニケーシ ョン

を円滑に してくれるので、積極的 に自分か

ら挨拶をするといいと思います。

二つ目は、サークル活動 に積極的 に参力口

する ことをお勧め します。サー クル活動へ

の参加を通 じて、多くの繋が りを得る こと

がで きます。先輩 か らテス トや実習 など、

大学 生活を 乗 り越え る コツも教え ても ら

えるかも しれません。先輩た ちもサー クル

活動 を通 じて皆さん と交流 できる ことを

楽 しみ にしています。

三 つ目は、日々、目標を持 って物事 に取

り組むことです。これか らの4年 間は勉強、

サー クル など沢山の経験が待 っています。

目標を持 って取 り組 む ことによ って物事

にたい してやる気が出ます。なので何事 に

も目標を持 って取 り組みま しょう。

また 、先生方は皆個性的 で優 しく、先輩

も優 しい人 たち なので分 か らない ことは

遠慮せずに何でも聞いて ください。そ して、

清掃 の方、食堂の方、用務員 の方はみな優

しく元 気なので挨拶を してみ て ください。

すると、笑顔で

挨 拶 を 返 して

くれますよ。最

後 に な りま す

が、新入生の皆

様、こ家 族の皆

様、本当にご入

学 お め で と う

こざいます。

平成21年 度学外オリエンテーションに同行して
人間環境科学領域情報科学 助 教 永 吉 雅 人

4月10・11日 に新入生 である1年 生 と

編入3年 生を対象と した学外 オ リエンテー

シ ョンが行 われま した。私は8期 生の学年

担任 として参力口させて頂きま した。

1日 目の午前は、学内の体育館 にて グル

ー プ対抗のイ ンデ ィアカが行 われ、白熱 し

た試合 が展開されま した。私も参加 し、結

果 は惜 しくも準優勝。残念!

次 に昼食後、学生 による歓迎 レセプシ ョ

ンにて、サー クル紹介や校歌の練習が行わ

れま した。その後、クラス委員の司会 によ

り、クラスの係を立候補 にて決めていきま

した。すんな りと決ま って いき、新入生 の

やる気の ある姿勢が伺えま した。

その後 は、バス にて雪だるま高原キュー

ピッ トビ レッジに向かいま した。楽 しい夕

食の後 、同行 した教職員 と新入生全員の自

己紹介 があ りま した。新入生の皆さんは緊

張 しな が らも ユーモ ア溢れる 自己紹介 を

して いま した。そ して 、学生4～6人 で1

つのコテージに宿泊。一晩共 に過 こすこと

によ って学生 同士の絆 も深 まったの では

自 己紹 介

ないで しょうか。

2日 目は、朝食後 大学へ と戻 り、高 田の

文化 に触れ るため のウ ォー クラ リー が行

われま した 。グル ープ ことに、小川 呉服店

や高 橋飴屋 な どの決 め られた ポイ ン トを

通過 して、高田の1日所名跡 を散策 しま した。

高田公園の桜は、学生を待 っていたかのよ

うに満開で、学生たちはお花見も楽 しんで

いる様子で した。

こ うして 充実 した学外 オ リエン テーシ

ョンは終了 しま した。この学外オ リエンテ

ー シ ョンが新入生 の皆 さん にと って良 い

仲 間作 りのき っかけになればと思います。

インデイアカ



教 授 中 島 通 子

は じめま して、4月 から臨床看護領域、

助産 学 に赴 任いた しま した 。新潟県 上越

市 に足を踏 み入れ 、 日本 は縦 に長 いとい

うことが とても身 近に感 じられ ま した。

直前 まで 、コー トも要 らず 動き 回って い

ま したの に、こち らでは、みぞれ が降り、

ス トー ブとエア コンを使用 しな いと震え

あ がる とい った状 況 に驚 きま した 。そ し

て 、長 く厳 しい冬 が過ぎ 、いか に春を楽

しみに皆 さんが待 って お られる かが良 く

分 か りま した。妙 高山の 美 しさ、高田公

園の桜 、どの方 に うか が って も、四季 が

は っき り して、良 い所 と話 して くださ い

ます。皆 さんの温 かさ に触れな が ら、環

境 に適応できた らと思 ってお ります。

さて 、私は、 関西 に居 を構え てお りま

す。 日本 一の琵 琶湖が 目の前 に、そ して

古い歴史の町、京都市内 には10分 といっ

た ところです 。臨床助産 師 と して働 き、

その後大 学教員 と して 現在 に至 って お り

ます。 助産師 と して学 ばせて頂 いた こと

を、学 生 に伝 え仲間 を作 って行 けた らよ

い と考 えて お ります 。健康で 幸せな家 族

と子 どもの成長 ・発達 に寄与 できる こと

を業 とでき る助産師 を選ん で良か った、

と思 っても らえる ように力 を注げた ら幸

いです。

私 ことで はあ ります が、 とにか く身 体

を動 かす ことが好 きです 。動 きなが ら考

え る、 い ろん な

ことを 覚え る な

どです 。空 気 が

澄 んで 環境 の良

い 上越 で私 が で

きることを探 し、

そ して 努力 して

ゆ く所 存 でお り

ます 。皆 さん ど

うぞ よろ しくお

願 い致 します。

講 師 高 島 葉 子

は じめま して、4月 か ら臨床看護学領域

助産学 の教員 と して勤 務 して います 。開

学以降 しば らくお休 み して いた助産学 が

今年度か ら再開 しま した 。4月１日 に着任

して以 来、中 島教授 を中心 に助産学 メン

バー6人 で、講義 ・演習の準備、実習要項

の作成 な ど、充実 した毎 日を過 こ してい

ます 。教育方 法 ・内容を試行 錯誤す る 日

々で もあ りますが 、学生た ちのス ポンジ

が水 を吸 うこ とく知 識を蓄 え、成長 する

姿 をみる ことが、 自分 自身 を鼓舞 する こ

とにな っています。

さて、私 は助産 師と して臨床経験 、看

護学 校教員 、地域 で開業助 産師等 を して

まい りま した。特 に、地域 での仕事 は多 く

の ことを気 づかせて くれま した。母親 ・家

族 は、 日常生活 を しな が ら、赤 ち ゃん を

育 てて いく ことを本当 に一生懸命 行 って

います 。けれ ども、赤 ち ゃん を理解 し、

受 け止 めてい くには、 多 くの葛 藤や心の

揺 らぎを 日々感 じな が ら生 活する ことで

もある ことを再確認 しま した。

私 は要請 があ り、必要 と判断す れば、

土 日 ・夜 間でも訪 問 して お りま した。電

話 の応対 だけで落 ち着き 、赤ち ゃんに向

き合 えることも多いの ですが、faceto

faceし 、傾聴 し、必要な ことを具体的 に

助言する ことは、母 親 ・家族の セル フケ ア

能 力を高 める うえ で重要 なこ とで した 。

家 族の ように寄 り添える仕 事 に喜 び と責

任 を感 じさせて いただ きま した 。この仕

事 を通 して知 り合 った お母様方 と、地域

の子育て サー クル を立 ち上げる 中で、地

域の福祉 計画や子 育て支 援政策 の立案 に

もかか わる ことができ ま した 。これ らの

仕事や活 動を通 じて 、地域で暮 らす多 く

の人々 、行政 や医療機 関の方 々とつな が

り、連携 して い くことの必要性 も実感 で

きま した。

教員 とい う立 場 とな った今 、基本的 な

助産学 と ともに、地域 で働 いた助産師 と

して のこれ までの経験 を どう具現化 して

い くか 、学生た ち にどう伝 えてい くか考

えてい ると ころです。 自分 自身が教 材 の
一 つで あ り、無 意図的 教育 の意義 か らす

れば、学 生は何 かを受 け取 って くれる も

のと思 います。

私 は単身赴任 で、 自宅は越 後― 宮弥 彦

神社 か ら車 で5分 の岩室温泉(住 所名)で

す。温 泉施設 が豊富 で風光 明媚 な ところ

は、 ここ上越 の地 と同 じで す。 自宅近 く

には直 江兼続 の弟が城 主だ った 天神 山が

あ り、6～7月 には冬妻(ひ よつま)ホ タル

が乱 舞 し、 四季

折々 に見 せ て く

れ る風景 は 美 し

く心 慰 めて くれ

て いま した 。 ど

うぞ、 岩室 温泉

にもお 越 し下 さ

い 。 「きな れ や
～～」ね。

助 教 菊 地 美 帆

この4月 から助産学の助教 として、毎日

忙 しく、そ して楽 しく仕事 をさせて頂 い

てお ります。教 員 と して仕事 をする こと

は初 めてです が、大 自然 に囲まれた ロケ
ー シ ョンの 中で仕事 ができ るこ とを嬉 し

く思います。

私 は今ま で臨床の 助産師 と して仕 事を

して きま した。助産 師と しての仕事 は責

任の ある仕事 で、何 年経験 を積ん でも緊

張感 があ りますが 、生命誕生 の感動 、そ し

て助 産師の仕 事の素 晴 ら しさを、 多 くの

学生 さん に伝 えて いきたい と思い ます。

今後 、多 くの助産師 が新潟県 立看護大 学

か ら巣立 ってい けるよ う、私 な りに精一

杯お手伝い していきたいと思います。

私 は以前 、青年海外協力隊、NGOを 通

し、南米 、アジアで地 域保健活 動、保健セ

ンター助産 師の教育 等 に携 わ りま した。

また、個人 的 にはイン ド、アフ リカで医療

ボランテ ィア活動 を経験 してき ま した。

私 が世界 の国々 で実際 にみて体験 してき

た こ とを、多 くの 学生 さんに伝 えてい き

たい と思 います 。学生の皆 さん には、今

世 界で起 きて いる貧困 やさまざ まな問題

に関心を持 って頂きた いと思 います。

教員1年 生ですが 、教員の皆 さん か らこ

指 導 を頂 き、 そ

して学 生 の皆 さ

んか ら多 くの こ

とを 学び 、教 員

と して成 長 して

いき た いと思 い

ます 。 ど うぞよ

ろ しくお願 い致

します。

助 教 多郎 更 織

こん にちは。4月 か ら、小児看護学の助

教 と して お世話 にな って います 。こち ら

に来 て早 々に、高田公園で桜を観 ま した 。

とても きれいで 、上越の 魅ガ を実 感 しま

した。その桜も今はも う葉桜です。もう1

か月が 過ぎるの か と感 じなが ら、今 、こ

の原稿 を書 いています。

私 は、地元で ある新潟 市で学 生時代 を

過 こ し、卒業 と同時 に、東京の大 学病 院で

看護師 と して就 職 しま した。入 職時の 私

の希望 配属先 は,成 人 外科病棟 で した。

しか し、実際 に配属 されたの は小児 内科

病 棟。全 く希望 してい ない ところで した

が、 この配属 を、苦手 意識をな くすた め

のチ ャンスな のだな と思 った ことを、今

でも覚 えてい ます。な ぜな ら私 は、学生

時代の 臨地実習 で、`小 児看護 は難 し

いな と実感 した体験 があ った か らです 。

がん治 療を受 ける幼児 期の子 どもを担 当

した私 は、 自分がで きる看護 ケアの小 さ

さ を実感せ ざるを得 ません で した。今 振

り返 れば、そ の体験 があるか らこそ、`小

児看護 を深 く考え る ことにつな が った

の かなと思 います。何 は とも あれ、もとも

と子 ども好 きでも あ り、子 どもの魅 力 に

どん どん引き込まれて現在 に至 ります。

子 ども には、 とても大 きな 可 能1生

があ ります 。‘可 能性'は 、私の大好 きな言

葉です。そ して、この‘可 能性'を 拡げてく

れ るの は`出 会

い’ と感 じる今

日この頃です。

上越 で 、ま た

新 たな 出会 い に

恵 まれ た こ とを

とて も う れし く

思 ってい ます 。

これ か ら、 ど う

ぞ よ ろ し くお 願

いいた します。

助 教 角 山 裕 美 子

は じめま して、4月 から老年看護学の教

員 と して お世 話 にな って お ります 。私の

出身 は、山形ですが、3月 まで新潟市 に在

住 してお りま した。新潟に来 て今年で3年

目にな ります 。今 年のNHK大 河 ドラマ 「

天 地人」 で舞 台とな って いる こち ら上 越

市、そ して主 人公直 江兼続 公が 半生 を過



こ した私 の故郷 山形、何 かこ縁 があるの

かな と思 って います。 また、妙高 山や高

田公 園の桜な ど、この風景 も どこか故郷

に似 ていて、来 たときか ら親近感 を持 っ

ています。

私 は、臨床で は手 術を受 け られ る高齢

の患者 さんが多 い急 性期の病 棟 に勤務 し

てお りま した。高齢 の患者 さん にと って

手 術 は大 きな リス クを伴 うこ とですが 、

それ を乗 り越え られ、元気 に退 院 して い

く姿をみ て、少 しでも患者 さんの 力 にな

りたい、 よ りよ い看 護を提 供で きた らと

考えて お りま した。入 職 して勤 務 にも少

し慣れ た ころ 、も う少 し勉強 してみた い

と思 い、大学 院への進 学を決 めま した 。

職場の 方々の こ協力で 、臨床 を しな が ら

大学院で学 ぶことができま した。仕事と勉

学の両立 は大変 な こともあ りま した が、

学ぶ楽 しさを覚 え、何 よ り患者 さんへ よ

りよ い看 護を提 供で きるとい うこ とを実

感で きた機会 でもあ りま した 。これ か ら

も看護 のす ばら しさ 、楽 しさ を学生の 皆

さん と勉 強 してい くな かで感 じ、考え て

いきた いと思 ってい ます。教員 と して も

研究 者 と しても まだま だこ指導 いた だき

な が ら、 日々頑

張 って い こう と

思 って お ります。

どうぞ よろ しく

お願い致 します。

助 手
ゆみ な もち

弓 納 持 浩 子

は じめ ま して 。助産学 の助手 と して赴

任 してま い りま した。私 は、本大 学が県

立看 護短期 大学の 頃の助産 専攻科 の3期

生 です。 ですの で、再 びこのよ うな形で

大 学での生 活が始 ま った ことが嬉 しく、

学 生に戻 ったよ うな新鮮 な気持 ちで毎 日

を過 こしています 。専攻科 での1年 間 は

講 義 ・実習 ・記録 に追わ れ、嵐の よ うな

毎 日で したが、そ こで得 られた多 くの こ

とが今の私 の基礎 とな っていま す。専攻

科 を卒業後 は新潟県 病院局 に入 り、県立

病 院を いくつか転勤 し、今 は県立 中央病

院の産 婦人科病 棟 に所 属 して います 。助

産師 になる きっかけ にな った のは、看 護

学生の 時の母性 の分娩 実習で の ことで し

た。 陣痛 で とても辛そ うな産婦 さんの ケ

アをす る ことにな った私は、 陣痛が来 る

たび に産婦 さんの腰 をひたす らマ ッサ ー

ジ し続 けま した。産婦 さんが 一生懸命 頑

張 って いるの に、私 は腰をさ する こと し

かで きない と、も どか しい気持 ち にな っ

たの ですが、後 日、無 事に出産 された 産

婦さん にとて も感謝 されま した。産婦 さ

ん に寄 り添 って、一緒 にな って分娩 に向

か う姿 勢の大切 さを学 びま した し、新 し

い生命 の誕生 に立ち会 わせて いただ ける

ことは素 晴 らしいと思 い、助産 師 をめざ

しま した 。今で も、分娩 介助 を して 赤ち

ゃんが生 まれる 時は感動 しま す し、 お母

さんや赤 ち ゃんか ら沢 山の ことを学 び、

や りが い を感 じ

て働いています。

まだ 、助産 師 と

して は未熟 者 で

す が、 臨床 で の

経 験 を生か して

精 一杯 頑張 ろ う

と思 います 。 よ

ろ しくお願 い致

します。

新 入 職 員(敬 称略、五十音川頁)

領域別実習を終えて
4年 長 澤 裕 美

領域別実習を通 して、仲間の大切 さをあ

らためて感 じま した。3年 次の実習は、と

ても長 く、学 ぶ こともた くさん あ りま し

たが、苦 しいことやつ らい こともた くさ

んあ りま した 。看護技 術が うま くいか な

か った り、考 えがま とま らず記録 が うま

く書 けなか った りして、落ち込 む ことが

あ りま した。 また、受 け持ち患 者さん の

病 態 について調 べな ければわ か らない こ

とが 多 くあ り、 自分 の知識 のなさ を痛感

しま した。 しか し、約5ヶ 月の実習を乗 り

越え る ことができた のは、 グルー プメン

バー の支え があ った か らだ と思い ます。

毎 日夜 遅 くまで一緒 に学校 に残 って 記録

を書 いた り、アイ ディアを 出 し合 って看

護iケアを一緒 に考え た りして、つ らさを

共有 しお互 いに励 ま しあ うことで 、大変

なの は自分 だけで はない と思 うことがで

き ま した。 また、 時にはみん なで ごはん

を食べ に行 った り遊 びに行 った り して気

分転換 をす ることで 、がん ばろ うとい う

▲後列中央が長澤さん

気持 ち を持 ち続 ける ことが できた と思 い

ます。今年 は、地 域看護 学実 習や国家 試験

な ど大 きなイベ ン トが あ りますが 、同 じ

目標 に 向か って 頑張る仲 間た ち と支 えあ

って 、乗 り越えていきたいと思います。

4年 影 山 修 平

新入生のみなさん御入学おめでとうござ

います 。大学生 活に はも う慣れ たで しょ

うか。看護大学では3年 次の9月 の頭 から、

1月 末 にかけて、小児 ・母性 ・成人 老 年 ・

精神看護学の領域別実習があ ります。

実習全 体を通 して私 は様々 なことを学

びました。その 中のひとつ に看護の基本 で

ある業務 に囚わ れな い看 護が あ ります 。

ある実習の時、1日 の行動計画を実習担 当

教員 に見 せた ところ、 「なぜ影 山君は清

拭を しよ うと思 ったの?」 と言 われま し

た。 このとき私 は返す言 葉が 口か ら出 て

き ませ んで した 。なぜ な ら私 は考えも な

しに実 習先の病棟 で この 時間 に清 拭を行

な っている か ら、た だそれ だけの理 由で

行動計 画 に清 拭を入 れていた のです 。返

答 に困 って いると 「影 山君の 患者さ んは

現在入 浴もで きる状態 だ し、感 染の リス

クも低 い状態 だよね 。ただ業 務 にあ るか

らやるん じゃな くて、きちんと患者 さんの

状態 をみて影 山君が必 要だ と判断 したな

らケ アを行な えば いい し、必 要ない と判

断 したな ら行 なわな くても いいん じゃな

いかな。」と声をかけ'られました。このとき

の担 当教員の 助言で私 は患者 にと っての

ケアの 必要性 をきちん と理解 してい なか

った こと に気 づかさ れま した 。それ か ら

はケ アの必要性 をき ちん と理解 した うえ

でケアを実施 する ように心がけま した。

患者 の情報 を主観 ・客観的 にアセ スメ

ン トし、ケアの必 要性 を確認 し実施 する

ことが 、看 護の基 本で あ り、 自分 はその

基本 がで きてい ない ことを実 習中 に目の

当 た りに しま した。 しか し、 その ことを

きちん と受 け止 め、反省 し、次 に繋 げた

ことで 、自分 自

身 また一 歩成長

で きた と思い ま

す 。当た り前 か

の よ うに思え る

基本 的な こ とで

す が、そ んな基

本 を私 は領域別

実 習を通 して 再

確認 す るこ とが

でき ました。



2008年12月19・20日 にこの3月 に卒業した4期 生が取り組んだ

卒業研究の発表会が行われました。19日 は学会発表なさがらに研究

内容を発表し、質疑応答が行われました。

3月3日 、学位論文発表会が行われました。

在学中に作成された研究に対して、活発な質議応

答が行われました。

発表された論文

脳卒中後遺者の療養生活における主体的活動

終末期実習に対する看護学生の構えに関する

研究

肺がん終末期患者にとっての呼吸困難i感とは

外来化学療法を受ける患者の口腔有害事象に

関する研究

修士課程を修了して 上 ノ 山 す み

大学院に入り、有名な先生方の講義や

指導を直接受けられることに喜びを感じ、

充実した始まりはすぐに自分でプレゼン

テーションをする大変さに変わり、論文

に向けた資料集めやテーマについての検

討の繰り返し、研究計画書の作成へと困

難さが増していきました。必死の思いで

作成した研究計画書を提出した後も研究

の実施に向けての情報収集と先生方の指

導はさらに厳しく、綿密なものになりま

した。

仕事と学業を両立するために生活の一

切を切り捨て、計画書を提出してからは、

とにかく勤務が終わったら、大学の院生

室に直行して、資料やパソコンとにらみ

合 いを しま した。 こんな ことで論文 がで

きるだろうかとい う不安 との戦 いで した。

能 率が悪 く、時 間ばか り過 ぎて いた り、

前 日考えた こ とが全 部ひ っ くり返 った り

とい った ことの繰 り返 しで したが 、一朝

一 夕にで きる力な どない ことを 自覚 し、

とにか く院 生室 に通 いま した。不安 や孤

独 との戦 いに耐え られたの は、研 究に協

力 して頂 いた対象者 の方や施 設の方 の好

意 を無駄 にできな いとい う思 いか らで し

た 。また指 導や相談 に伺 った 後 に先 生方

の励 ま しの一 言が落 ち込ん でいる気 持ち

を救 って くれま した 。

論文 が提 出でき、修 士課程 を修了 でき

たの は多 くの 方がた の協力 があ った か ら

です。働きなが ら学ぶことは大変ですが、

この地 に大学 院 とい う学 ぶ ことので きる

場が ある ことは絶好 のチ ャンス です 。も

っ と多 くの人 に活用 して いただ きた いと

思います。

修士課程を修了して 星 野 め ぐ み

私の大 学院生 活では 、実習 と課題研究

という大 きな山が2つ あ りま したが、特 に

思い 出に残るの は、実 習です 。がん看護

CNSコ ースで は、2年 間 に約3か 月間の

実 習が あ り、看護 学生 時代の悲惨 な実習

が トラウマとな ってい る私に とって、 こ

の長期の実 習 は始 まる前 か ら、心 を曇 ら

せ てい ま した。実 際 に、実習中 は、 レポ

ー ト作成 のための 徹夜 や、梅雨 時で連 日

雨 の静岡 がんセ ンター での実習 ではか び

臭 い部屋の 中、高 熱を出 して寝込 んだ り

と、辛 い 日々 であ りま した。 しか し、ど

この実 習先の 指導者 の方々 も、学生 の考

えを大 切 に した心の こも った 指導を して

下さ り、有意義 な実習 をさせ ていた だき

ま した 。おか げで、今 では、辛 か った こ

と にこそ懐か しさを感 じます 。修士課 程

修了 か ら、あ っとい う間に一 か月が過 ぎ

ま した 。現在 は、 自らの視点 や判断で 活

動を進 めな ければな らず、重圧 に押 しつ

ぶされそ うにな ります が、あせ らず、 一

つ一つ課 題 に取 り組ん でいきた いと考 え

ています。



3月19日 、学部 ・大学院の卒業式 学位記授与式

が行われました。

学部生を卒業 した88名 、修士課程の修了生4名

が、卒業証書と学位記を受け取りました。

■学部4期 生の卒後の進路

近 況 報 告
1期生(2006年 卒)内 藤 み ほ、高橋 亜矢 、玉 木 まゆ

2期生(2007年 卒)中 村 有希 、沼 田美穂

私 たちは、新潟県立看護大学を卒業後、

静岡県立 静岡がんセンターに就職 し、がん

看護を中心 に臨床経験 を積んで います。5

名の 配属先 は、乳腺 ・女性 内科の混 合病

棟、血 液幹 細胞移植 科 ・小児 科の混合 病

棟、消 化器 内科 とさまざま であ り、 対象

となる疾患も乳 がん や白血病 、大腸癌 、肝

胆膵 がん な ど多 岐 にわ た っ て いま す 。

静 岡がん センター は、静岡県 の東部地

域(神 奈川県 に隣接)に あ り、天 気の よ

い 日には雄大 な富士山 や駿河湾 が望め 、

自然環 境に恵 まれて います。夜勤 の時 に

は、病 院か ら見 える駿河 湾の夜景:は絶景

で癒 されて います。

静岡が んセ ンターの患者 さんの ほとん

どはがん患 者さ んです。 そのため 静岡が

ん セン ターでは 、患者さん ・ご家族 をチ

一ムの輪 の中心 に位置付 け、がん 医療 に

係 わる すべての 職種が チームを組 み緊密

な連携の もと、患 者さん をサポー トして

いく体制を とっています。

看 護師 は患者ケ アの総合 責任者 、担当

医 は患者 さんの診療 責任者 、診療科 部長

は臓 器別チ ームの リーダー です。看 護師

長 は病 棟の統 括者 と してチ ーム活動 が円

滑 に行 われて いるか を常 に観 察 し、 問題

があ れば介入 して調整 する役 割を持 って

いま す。 『今 、な にが 患者 さん に とって

大切な ことか 』をチー ム全体 で考え 、職

種の専 門性を尊 重 しな が ら、患 者さん も

医療従事 者も納得 でき る医療 を行 う要 と

して看護師 は期待されています。

そのた め、看護 師は 、医療の進 歩 とと

もに常 に新 しい知 識 ・技術 を身 につけ、

玉木さん 高橋さん 内藤さん

患者により良い医療が提供できるよう努

力しなければなりません。しかし、当院

では専門看護師 ・認定看護師も他の病院

に比べ多く在籍しており、必要時に相談

し専門的なアドバイスを求めることも可

能であり、専門的な知識を吸収できると

ともに、安心して業務にあたることがで

きます。これは仕事を続けていく上でと

てもよいモデル、刺激となっています。

臨床経験が未熟な現在、まだまだ分か

らないことや戸惑うことも多いですが、

日々学習しよりよい看護を提供できるよ

う頑張っていきたいと思います。

平 成21年 度 科 学 研 究 費 採 択 課 題 一 覧

研究代表者 課 題(期 間) 研究種目
1 徐 淑 子 個人・行動・環境 ・健康リスクをコア概念とした薬物 ・アルコール依存症予防教育の画策(2009～2011年 度) 基盤研究C

瓢
藤 田 尚 韓国出土古人骨の形質人類学的研究(2009～2011年 度) 基盤研究C

,規 大久保明子 子どもを亡くした遺族のグリーフワークを支える社会的ネットワークに関する研究(2009～2011年 度) 基盤研究C
.採

択
課

小林 患子

粟生田友子

子ども虐待実践事例の集積と看護実践への適用に関する研究(2009～2011年 度)

入院中の高齢者のせん妄発症にかかわる環境因子のリスクコントロール(2009～2011年 度)

基盤研究C

基盤研究C

題 永吉 雅人 乳幼児期における知覚 ・運動の相互発達模倣型強化学習システム(2009～2010年 度) 若手研究B
岡村 典子 中堅看護i師の就業継続に向け管理者に必要とされる支援に関する研究(2009～2012年 度) 若手石卉究B

研究代表者 課 題(期 間) 研究種目
渡辺 弘之 ベトナムの八ンセン病(元)患 者および家族の状況分析と社会復帰支援に関する研究(2008～2011年 度) 基盤研究B
加城貴美子 0歳から12歳 までの足の発育に関する基礎的研究(2007～2009年 度) 基盤研究C

2 平澤 則子 難病患者家族の介護プロセスにおける対処方略の学習支援プログラム開発(2007～2009年 度) 基盤研究C

継 酒井 禎子 緩和ケアに移行するがん患者 ・家族の意思決定支援モデル構築(2008～2010年 度) 基盤研究C

続 飯吉 令枝 豪雪過疎地域の高齢者の自立生活継続のための介護予防マネジメント技術の検討(2008～2010年 度) 基盤研究C

課 ∫ 水澤 久恵 認知症高齢者の意思決定の構造と意思決定支援ガイドモデルの作成に関する研究(2008～2010年 度) 挑戦的萌芽研究

鷺: 萱原 峰子 急性期治療を受ける高齢患者の睡眠の変化とせん妄発症のプロセスの絡みについての研究(2007～2009年 度) 若手研究B
西片 真弓 母体搬送となった女性の搬送前後のストレス要因と看護ケアの取り組みについての検討(2008～2010年 度) 若手研究B
櫻井 信人 自死遺族を対象とした自助グループの構築に関する研究(2008～2010年 度) 若手研究B
飯田 智恵 豪雪地域における前期高齢者の日常生活活動の実態(2008～2010年 度) 若手研究B



1.平 成22年 度 入学試験の概要
■募集人員

※一般選抜入試前期試験の募集人員には、社会人特別選抜の若干名を含む。

2.平 成22年 度3年 次編入学試験の概要

■試験科目等

※一般選抜入試を出願する方は、平成22年 度大学入試センター試験で本学が指
定する教科・科目(5教 科6科 目)を受験する必要があります。詳しくは教務学生
課教務係(電話025-526-2811)ま でお問い合わせ下さい。

3.平 成22年 度 大学院看護学研究科看護学専攻(修 士課程)入 学試験の概要

4.オ ープンキャンパス 新潟県立看護大学の概要や来年度の入試概要を、受験希望の方や、看護系へ進学を考えている皆さんに知っていただ く

ため、オープンキ ャンパスを開催 します。お誘い合わせのうえ、ぜひご参加下さい。

期 日 第1回： 平成21年8月5日(水) 第2回:平 成21年8月25日(火)

各 回とも12時 か ら受 付を 開始 し、 時間 は13：00～16:00の 予 定で す。

内 容 大学の概要、平成22年 度入試日程のほか、施設案内、体験学習、個別相談を行います。

申込方法 参加 希望 の方 は、事 前 に 「氏名 」、 「学校 名 」、 「参加希望 日」を、 電話 、Fax、 また はメー ル にて、下 記 まで お知 らせ下 さ い。

(毎 回120名 程 度の 定員 と します ので 、本学 で参加 日を調整 させ ていた だ くこ とがあ ります)

問 合 せ 教 務 学 生 課 教 務 係 電 話025-526-2811、FAXO25-526-2815、E-mail=kyoumu@niigata-cn.ac.jp

5.平 成21年 度1年 次入学者状況

6.平 成21年 度3年 次編入学者状況

7.平 成21年 度 大学院看護学研究科看護学専攻(修 士課程)入 学者状況

新潟県立看護大学
NiigataCollegeofNursing


